
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本認知症グループホーム協会

は、８月９日当協会で、２０１７年

度第１回マスコミ懇談会を開催し

た。懇談会には、新聞各社をはじめ

介護の専門誌（紙）の報道関係者多

数が参加。協会からは３期目の体制

をスタートした河﨑茂子会長と両

副会長、常務理事、各委員会の委員

長・副委員長が出席した。 

前半の記者会見では、河﨑会長

が、第４期「運営基本方針」を説明。

さらに、河﨑会長は「次代のグルー

プホームに向けて、３０年の同時改定にまず足元を固め、強力に対応する」と発信。そのための

布陣としての委員会体制や、今秋予定の講師派遣制度発足、９月に予定される厚労省社会保障

審議会 介護給付費分科会の当協会へのヒアリングへの意欲を語った。会長の発言は京都大会へ

の取材の要請で締めくくられた。 

 続いて、下田肇副会長が協会の具体的な新体制づくりを、佐々木薫副会長がグループホーム

に特化して発足する資格制度の仕組みを説明。また、村川常務理事が権利擁護・虐待防止に関す

る調査結果を報告した。 

さらに、吉谷正紀京都大会実行委員長が、第１９回日本認知症グループホーム大会の「手と手

をつなぐ認知症支援の輪～認知症グループホームの生き残りをかけて～」の主旨と見どころを

説明。大会２日目は市民公開とすることを強調して、出席の記者に取材を呼び掛けた。 

 締めくくりは、宮川公一理事が、東京都受託事業として発足した、認知症高齢者グループホー

ム整備に係るマッチング事業を報告。９月には、小池百合子東京都知事が都内の会員グループ

ホームを視察予定であることも明らかにした。 

後半は、会長、副会長、常務理事等と記者が和やかなうちにも、当協会が新たに踏み出した次

代のグループホームに向けての〝次なる一歩“について、活発に意見交換を行った。 

速報 

 

公益社団法人日本認知症グループホーム協会 2017.8.10 第 28 号  

2017 年度第１回マスコミ懇談会を開催 

河﨑新体制を明確・強力に打ち出す 

新体制での船出の挨拶をする河﨑会長と下田・佐々木両副会長。

司会の三浦広報委員長。京都大会の広報に駆けつけた吉谷大会実

行委員長（左端）。 

※  協会へのご意見ご要望等ございましたら事務局までご連絡ください。 
連絡先 ℡ 03-5366-2157  Fax 03-5366-2158  E-mail info@ghkyo.or.jp 
協会ホームページ http://ghkyo.or.jp/ 
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